








た。今回も ASSA1)（Allied Social Science Association）がフィラデルフィアであ

































DARROUGH：Chinese Accounting Research が全部英文誌だと思ったら中国語
だったということですね。日本で、Conference がある場合に星野先生に E メー
ル出せばよろしいのですか。
星野：はい、対応はします。勤務先の名古屋の愛知大学で Conference を2つ開
催しました。1つは共同実行委員として“The 22nd Annual Conference on Paciﬁc 









が、そこから ABDC 2) という学術誌のランキング表を得て驚いたのです。前
述の国際学会の機関誌ともいえる“Review of Paciﬁc Basin Financial Market and 















星野：日本経済、経営の国際的な学術誌として North Holland 社から出ている
Japan and the World Economy と Journal of the Japanese and International Economies
があります。
DARROUGH：私も前者からは何回か論文を発表させていただきました。
星野：こちらも同様です。一番の成功例は Journal of the Japanese and International 
Economies です。故青木昌彦さんが創刊編集長です。これは A になっていまし

























































































































































































































































くださいと言ったのです。私自身の HP を作成していましたから、その HP` の
URL を大学の HP に掲載してもらうように事務と交渉し、それを実現しました。




























２）Australian Business Deans Council https://abdc.edu.au/ が出している2019ABDC Journal Quality 
Review では、2,767誌の学術誌のランキングで A* がトップジャーナルで6.9%、A がその次











５）文献 白川 (2016) で、筆者が司会をした講演内容を掲載した。
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